
北野　義幸
　
氏

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
阪
地
区
の
取
り
組
み

お
お
さ
か
Ｆ
Ｃ
Ｖ
推
進
会
議
会
長
大
阪
府
商
工
労
働
部
理
事

実
証
、
普
及
啓
発
で
手
応
え

特別講演
　
水
素
は
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
「
お
お
さ
か
Ｆ
Ｃ
Ｖ
推

進
会
議

Ｆ
Ｃ
Ｖ

燃
料
電

池
自
動
車

」
は
全
国
に
先

駆
け
、
２
０
０
３
年
９
月
に

岩
谷
産
業
を
は
じ
め
と
し
た

官
民
８
団
体

現
在
は
大
学

を
含
め

団
体

で
設
立
さ

れ
た
。

　
そ
の
目
的
は
大
阪
エ
リ
ア

に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
環
境
負
荷
の
低

減
と
産
業
振
興
。
こ
れ
ま
で

水
素
の
実
証
は
首
都
圏
が
中

心
だ
っ
た
が
、
大
阪
エ
リ
ア

で
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と

立
ち
上
が
っ
た
。

　
設
立
直
後
の

年

月
の

大
阪
府
庁
内
へ
の
移
動
式
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を

皮
切
り
に
、

年
６
月
に
は

燃
料
電
池
自
動
車

ダ
イ
ハ

ツ
工
業

を
大
阪
府
の
庁
用

車
と
し
て
導
入

西
日
本

初

し
た
。
そ
の
後
、
国
の

水
素
・
燃
料
電
池
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

Ｊ
Ｈ
Ｆ
Ｃ

の

大
阪
で
の
受
け
皿
と
な
り
、

関
西
国
際
空
港
や
大
阪
府
庁

に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
、
実
証
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
間
、
燃
料
電
池
の

総
合
見
本
市

セ
ミ
ナ
ー
、

展
示
、
試
乗
会

の
開
催
や

燃
料
電
池
搭
載
の
自
転
車
、

車
い
す
、
カ
ー
ト
に
よ
り
普

及
啓
発
を
図
っ
た
。
そ
の
結

果
認
知
度
や
理
解
度
が
向
上

し
、
大
き
な
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。
今
後
は
２
カ
所
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用

し
、
産
学
官
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
実
証
試
験
や
中
小
企
業

の
参
入
を
促
進
す
る
「
大
阪

ベ
イ
エ
リ
ア
水
素
ハ
イ
ウ
ェ

イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を

推
進
し
た
い
。

　
３
月

―

日
に
は
大
阪

国
際
会
議
場
で
「
大
阪
　
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
１
」
を
開
く
。
製
品
展

示
に
加
え
、
講
演
や
試
乗
会

な
ど
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

門出　政則
　
氏

佐
賀
大
学
大
学
院
教
授

特別講演

簡
単
・
効
率
的
な
規
格
必
要

高
圧
水
素
充
填
イ
ン
フ
ラ
と
充
填
基
準
の
国
際
標
準
化
へ
の
挑
戦

　
水
素
は
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
か
ら
作
れ
、
電
気
な
ど

に
転
換
も
で
き
る
。
燃
料
電

池
自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

は
、

水
素
と
空
気
中
の
酸
素
の
反

応
で
生
成
し
た
電
気
を
使
用

す
る
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

の
一
種
。
構
造
は
一
般
Ｅ
Ｖ

に
比
べ
て
複
雑
だ
が
、
航
続

距
離
が
長
く
燃
料
補
給
が
短

時
間
で
済
む
。
将
来
は
航
続

距
離
の
短
い
Ｅ
Ｖ
は
小
型

車
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
大
型
車
と
す

み
分
け
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
に
は

水
素
充
填

じ
ゅ
う
て
ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
不
可
欠
だ
。
課
題

に
は
建
設
コ
ス
ト
低
減
と
ガ

ソ
リ
ン
車
同
様
の
３
分
以
内

の
急
速
充
填
達
成
が
あ
る
ほ

か
、
自
動
車
タ
ン
ク
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
情
報
を
や
り
と

り
で
き
る
規
格
標
準
化
も
必

要
だ
。

　
現
在
、
充
填
方
法
の
規
格

で
Ｓ
Ａ
Ｅ
「
Ｊ
２
６
０
１
」

を
検
討
中
だ
が
、
タ
ン
ク
の

仕
様
の
違
い
に
は
対
応
し
て

お
ら
ず
、
よ
り
簡
単
で
効
率

的
な
規
格
を
日
本
か
ら
提
案

し
た
い
。

　
計
算
式
で
タ
ン
ク
条
件
を

求
め
る
に
は
、
内
部
の
水
素

温
度
を
均
一
と
近
似
す
る
と

可
能
に
な
る
。
計
算
と
実
際

の
測
定
結
果
に
ほ
と
ん
ど
差

は
な
か
っ
た
。
式
に
影
響
す

る
数
値
の
う
ち
、
タ
ン
ク
寸

法
、
材
料
熱
物
性
、
容
器
の

表
面
熱
伝
達
率
な
ど
は
製
造

段
階
で
わ
か
る
。
こ
れ
を
企

業
が
コ
ー
ド
化
す
れ
ば
、
そ

の
情
報
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

接
続
し
た
際
の
タ
ン
ク
内
水

素
の
初
期
温
度
や
圧
力
の
測

定
数
値
で
、
充
填
方
法
が
導

け
る
。
充
填
時
間
は
供
給

プ
レ
ク
ー
ル

温
度
と
充

填
最
終
圧
力
で
決
ま
り
、
実

測
デ
ー
タ
か
ら
も
供
給
温
度

マ
イ
ナ
ス

度
Ｃ
以
下
な
ら

ば
、

％
以
上
の
車
両
に
３

分
以
内
で

ま
で
充
填

が
可
能
な
こ
と
を
確
認
し

た
。
こ
の
成
果
を
今
後
Ｓ
Ａ

Ｅ
に
提
案
し
て
行
き
た
い
。

第
５
回
イ
ワ
タ
ニ
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
阪
｜
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
実
現
に
向
け
た
各
地
域
の
取
り
組
み
｜

水素で変わる未来のくらし●●

河合　大洋
　
氏

ト
ヨ
タ
自
動
車
第
２
技
術
開
発
本
部
Ｆ
Ｃ
開
発
部
部
長

ト
ヨ
タ
の
燃
料
電
池
自
動
車
の
開
発
と
挑
戦

特別講演

普
及
に
は
商
品
力
も
カ
ギ

　

世
紀
は
安
価
な
石
油
を

大
量
消
費
で
き
た
時
代
。

世
紀
は
原
油
価
格
高
騰
と
二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
へ
の
対

応
が
必
要
だ
。
自
動
車
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
が
進

み
、
走
行
中
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
モ
ー
タ
ー
駆
動
車
と

な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

は
、
水
素
燃
料
の
体
積

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が

の
高
圧
で
も
ガ
ソ
リ
ン
の
７

分
の
１
と
低
い
が
、
タ
ン
ク

容
量
を
約
２
倍
に
す
れ
ば
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
約
３
倍
あ

る
た
め
、
航
続
距
離
を
ガ
ソ

リ
ン
車
と
同
等
以
上
に
で
き

る
。
水
素
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
総

合
効
率
も
高
く
ガ
ソ
リ
ン
と

比
べ
、
国
内
に
価
値
が
残
り

や
す
い
。
今
後
、
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
建
設
費
や
輸
送

費
が
低
減
で
き
れ
ば
水
素
は

安
く
供
給
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
に
は
ニ
ー

ズ
、
商
品
力
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
三
つ
の
条
件
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ニ
ー
ズ
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
環
境
問
題
な
ど
で
高
ま

っ
て
お
り
カ
ギ
を
握
る
の
は

商
品
力
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
。

　
２
０
０
８
年
開
発
の
「
Ｆ

Ｃ
Ｈ
Ｖ
―
ａ
ｄ
ｖ
」
は
、
航

続
距
離
を
一
充
填

じ
ゅ
う

て
ん

で
大
阪
―
東
京
間
５

６
０

を
実
際
の
使
用
条

件
下
で
完
走
可
能
な
レ
ベ
ル

に
向
上
さ
せ
た
。
低
温
で
の

始
動
・
走
行
性
能
も
ガ
ソ
リ

ン
車
同
等
に
し
、
耐
久
性
も

高
ま
っ
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
シ
ス

テ
ム
コ
ス
ト
は

年
普
及
開

始
に
向
け
て
Ｆ
Ｃ
Ｈ
Ｖ
―
ａ

ｄ
ｖ
の

分
の
１
以
下
を
目

指
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
プ
リ

ウ
ス
の
初
期
販
売
台
数
の
ほ

ぼ
半
数
が
４
大
都
市
圏
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

地
域
を
中
心
に
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
先
行
整
備
を
提
案

す
る
。
さ
ら
に
現
行
規
制
の

見
直
し
も
含
め
、
官
民
一
体

で
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
初
期
市
場
創
成

に
取
り
組
み
た
い
。

基調講演　燃やしてもあとには水が残るだけ―。炭素を一切含まず、
「究極のクリーンエネルギー」とさえ呼ばれる水素エネルギ
ー。その本格普及は、産業界のみならず社会全体にとっても長
く悲願とされてきた。世界的な地球温暖化防止への動きを追い
風に、ここへきて急速に実用化へと向かいつつある。岩谷産業
は水素にいち早く価値を認め、その可能性を追い続けてきた企
業である。同社は水素の国内トップサプライヤーとしての実務
のほか、社会の関心と理解を深めるため、 年度から「イワ
タニ水素エネルギーフォーラム」を実施してきた。 年度は
「水素エネルギー社会実現に向けた各地域の取り組み」と題
し、産官学によるさまざまな活動を取り上げた。

麻生渡氏福岡県知事

福
岡
水
素
戦
略
～
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
Ｈ
ｙ
－
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
）
電
気
通
信
大
学
特
任
教
授

「
挑
戦
、
情
熱
、
つ
な
が
り
」
大
事

安藤　晴彦
　
氏

来賓あいさつ
　
本
日
は
「
金
色
の
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
」

に
共
感
し
、
参
上
し
た
。
水
素
の
ト
ッ

プ
企
業
、
岩
谷
産
業
の
社
歌
冒
頭
の
未

来
へ
翔

か

け
る
企
業
Ｄ
Ｎ
Ａ
だ
。

今
日
は
究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

水
素
・
燃
料
電
池
開
発
に
向
け
た
各
地

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
情
熱
、
人
の
つ
な
が

り
を
ご
紹
介
す
る
。

　
福
岡
は
麻
生
知
事
の
強
い
信
念
と
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
世
界
を
代
表
す
る

水
素
シ
テ
ィ

と
な
っ
た
。来
月
の
世

界
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
英
知
が
結
集
す

る
。
電
池
の
都

大
阪
で
は
池
田
宏
之

助
先
生
を
は
じ
め
、燃
料
電
池
の
サ
ム

ラ
イ
た
ち
が
奮
闘
中
だ
。太
田
前
府
知

事
の
ご
支
援
で
若
手
職
員
を
派
遣
い
た

だ
き
、７
割
コ
ス
ト
削
減
や
４
万
時
間

耐
久
達
成
と
い
う

補
機
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
大
成
功
し
た
。佐
賀
で
は
門
出
先

生
が
標
準
化
を
リ
ー
ド
さ
れ
、岩
谷
産

業
も
ユ
ニ
ー
ク
な
実
証
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
。愛
知
で
は
ト
ヨ
タ
が
究
極

の
ク
リ
ー
ン
自
動
車
で
あ
る
燃
料
電
池

自
動
車
の
夢
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
。

　
新
し
い
取
り
組
み
は
必
ず
壁
に
ぶ
つ

か
る
。
突
き
破
る
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

情
熱
、
人
の
つ
な
が
り
が
カ
ギ
だ
。
岩

谷
産
業
の
創
業
者
岩
谷
直
治
氏
は
「
水

素
こ
そ
人
類
究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
の
夢
を
抱
き
、
市
場
性
が
ま

っ
た
く
見
え
な
い
時
代
か
ら
技
術
を
蓄

積
。
「
世
の
中
に
必

要
な
人
間
と
な
れ
、

世
の
中
に
必
要
な
も

の
こ
そ
栄
え
る
」
、
「
ど
こ
か
が
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
」
と
の
強
い
信

念
の
下
、
水
素
に
関
す
る
「
日
本
初
」

を
重
ね
た
。
素
晴
ら
し
い
企
業
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
、
牧
野
社
長
を
は
じ
め
水
素
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
。

　
水
素
・
燃
料
電
池
は
人
類
が
手
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
枢
要
技
術
。
私
も
内

閣
官
房
か
ら
日
本
中
の
努
力
を
応
援
し

て
い
き
た
い
。

水
素
研
究
一
貫
支
援
５
分
野
重
点
、
産
学
官
で
推
進

　
福
岡
県
に
は
水
素
研
究
で
世
界

を
先
導
す
る
九
州
大
学
が
あ
り
、

ま
た
北
九
州
市
内
の
製
鉄
所
か
ら

は
年
間
５
億
立
方

も
の
副
生
水

素
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

強
み
を
生
か
し
て
、
産
学
官
で

「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
を
実

現
し
よ
う
と
推
進
組
織
「
福
岡
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
会
議
」
が
設

立
さ
れ
た
。

　
２
０
０
４
年
の
設
立
当
時
１
４

４
だ
っ
た
会
員
数
は
現
在
、
産
学

官
で
６
１
５
ま
で
増
加
。
水
素
の

製
造
か
ら
輸
送
、
貯
蔵
、
利
用
ま

で
の
研
究
開
発
を
一
貫
し
て
支
援

す
る
世
界
最
大
規
模
の
組
織
に
成

長
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
会
議
が

推
進
す
る
総
合
戦
略
が
、
５
本
の

柱
か
ら
な
る
「
福
岡
水
素
戦
略

Ｈ
ｙ
―
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

」
で
あ
る
。

　
一
つ
目
の
柱
が
研
究
開
発
だ
。

産
業
技
術
総
合
研
究
所
が
九
大
に

設
立
し
た
世
界
最
先
端
の
材
料
研

究
を
行
う
「
水
素
材
料
先
端
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｙ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ

」
と
、
水
素
の
利

用
技
術
と
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・

貯
留
技
術
を
研
究
す
る
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

国
際
研
究
所
」
が
そ
の
中
心
。
加

え
て
国
や
県
の
資
金
を
活
用
し
た

産
学
の
実
用
化
研
究
も
活
発
に
進

め
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
社
会
実
証
。
「
福
岡

水
素
タ
ウ
ン
」
で
は
集
中
的
に
設

置
し
た
家
庭
用
燃
料
電
池
の
実
生

活
で
の
利
用
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

の

実
証
走
行
に
は
県
内
２
カ
所
を
つ

な
ぐ
「
水
素
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
構

築
。
さ
ら
に
１
月

日
に
は
副
生

水
素
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
市
街
地

に
供
給
し
て
利
用
す
る
世
界
初
の

試
み
「
北
九
州
水
素
タ
ウ
ン
」
で

の
実
証
も
開
始
し
た
。

　
三
つ
目
は
人
材
育
成
。
「
福
岡

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
」
が
中
心
と
な
り
、
経
営
者

や
技
術
者
な
ど
の
産
業
人
材
か

ら
、
大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど
の

若
手
研
究
者
ま
で
を
対
象
と
し
た

講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

　
四
つ
目
は
最
先
端
の
水
素
情
報

交
流
拠
点
の
構
築
。
今
年
で
５
回

目
と
な
る
「
水
素
先
端
世
界
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
と

年
か
ら
毎
年
開
催

し
て
い
る
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
先

端
技
術
展
」
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　
五
つ
目
の
水
素
新
産
業
の
育
成

・
集
積
で
は
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

製
品
研
究
試
験
セ
ン
タ
ー

Ｈ
ｙ

Ｔ
Ｒ
ｅ
Ｃ

」
を
設
立
。
現
在
、

水
素
関
連
製
品
の
開
発
に
取
り
組

む
企
業
か
ら
の
試
験
依
頼
が
殺
到

し
て
い
る
。

　
１
月

日
に
出
さ
れ
た
民
間
企

業

社
に
よ
る
「
燃
料
電
池
自
動

車
の
国
内
市
場
導
入
と
水
素
供
給

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
係
る
共
同
声

明
」
に
呼
応
し
、
県
で
は
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
計
画
を
含
む

「
ふ
く
お
か
燃
料
電
池
自
動
車
導

入
計
画
」
の
策
定
・
実
施
を
発
表

し
た
。
総
合
的
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
先
進
特
区
も
目
指
し
、
是
非
、

「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
」
実
現

を
け
ん
引
し
て
い
き
た
い
。

岩
谷
産
業
「
北
九
州
水
素
タ
ウ
ン
」
参
画
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
需
要
先
へ
直
接
供
給

水
素
社
会
見
え
る
形
に

「北九州水素タウン」運用開始式
でのテープカット（ 年１月）

◆
　世
界
初
の
ケ
ー
ス
に

　
麻
生
知
事
の
基
調
講
演
の
と
お

り
、
１
月

日
よ
り
「
北
九
州
水
素

タ
ウ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
新
日
鉄
八
幡
製
鐵
所
の
副

生
水
素
が
、
敷
設
さ
れ
た
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
通
っ
て
北
九
州
水
素
タ
ウ
ン

へ
と
運
ば
れ
、
一
般
家
庭
や
公
共
施

設
、
業
務
用
に
設
置
し
た
純
水
素
型

燃
料
電
池
に
供
給
さ
れ
る
。
こ
の
よ

　う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
規
模
　で

水
素
を
直
接
需
要
先
へ
供
給
　す
る

の
は
世
界
で
も
初
の
ケ
ー
　ス
で
、

将
来
の
水
素
エ
ネ
　ル
ギ
ー
社
会
を

目
に
見
え
る
形
　で
実
証
す
る
狙
い

が
あ
る
。

　
本
事
業
は
、
経
済
産
業
省
の
補
助

事
業
「
水
素
利
用
社
会
シ
ス
テ
ム
構

築
実
証
事
業
」
の
一
環
で
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
水
素
供
給
・
利
用
技
術

研
究
組
合

Ｈ
ｙ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

が
受

託
、
福
岡
県
や
北
九
州
市
も
連
携
し

て
い
る
。
ハ
ブ
と
な
る
「
北
九
州
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
建
設
し
た
の

は
岩
谷
産
業
。
今
後
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
西
部
ガ
ス
な
ど
と

と
も
に
多
く
の
実
証
実
験
を
行
っ
て

い
く
。

◆
　Ｆ
Ｃ
Ｖ
導
入
で
共
同
声
明

　
機
を
同
じ
く
１
月

日
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
３
社
と
岩
谷
産
業
を
含
む

水
素
供
給
事
業
者
な
ど

社
、
計

社
が
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
市
場
導
入
に
向
け
、
共
同
声
明
を

発
表
し
た
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
２

０
１
５
年
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
量
産
車
の
国
内

市
場
で
の
商
用
化
販
売
を
目
指
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
は
、

年

ま
　で
に
１
０
０
カ
所
の
水
素
ス
テ
　
ー
シ
ョ
ン
を
先
行
整
備
す
る
と
　い

う
も
の
。
国
も
こ
れ
を
バ
ッ
　ク
ア

ッ
プ
し
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ

の
初
期
　市
場
の

創
出
を
狙
う
。

　
夢
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
言
わ
れ
て
き

た
水
素
。
北
九
州

水
素
タ
ウ
ン
の
ス

タ
ー
ト
と

社
の

共
同
声
明
は
、
ま

さ
に
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
到
来

に
向
け
て
大
き
な

１
歩
。
水
素
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
イ
ワ
タ
ニ

へ
の
期
待
が
さ
ら

に
高
ま
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 ２月２４日 木曜日 　　


